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　タンデム加速器をベースとした 14C-AMS 専用装置（NEC 社製）





（1）δ 13C は、試料炭素の 13C 濃度（13C/12C）を測定し、基準
試料からのずれを千分偏差（‰）で表した値である（表 1）。
AMS 装置による測定値を用い、表中に「AMS」と注記する。
（2）14C 年 代（Libby Age：yrBP） は、 過 去 の 大 気 中 14C 濃
度が一定であったと仮定して測定され、1950 年を基準
年（0yrBP）として遡る年代である。年代値の算出には、
Libby の半減期（5568 年）を使用する（Stuiver and Po-
lach 1977）。14C 年代はδ 13C によって同位体効果を補正す
る必要がある。補正した値を表 1 に、補正していない値を
参考値として表 2 に示した。14C 年代と誤差は、下 1 桁を
丸めて 10 年単位で表示される。また、14C 年代の誤差（±
1 σ）は、試料の 14C 年代がその誤差範囲に入る確率
が 68.2％であることを意味する。
（3）pMC (percent Modern Carbon) は、標準現代炭素に対
する試料炭素の 14C 濃度の割合である。pMC が小さ
い（14C が少ない）ほど古い年代を示し、pMC が 100
以上（14C の量が標準現代炭素と同等以上）の場合

























                                                      付表 1.1
                                                      付表 1.2
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Fig.1.1.     Distribution of  artifacts used to analyze of natural science.
